
１．はじめに

企業が自己の製品や宣伝にキャラクターを用いる場

合，そのキャラクターは既存のものを利用することも

あれば，新規にイメージキャラクターを創作すること

もある。

前者の場合，そのキャラクターは既に知名度を有し

ており，そのキャラクターの顧客誘引力によって製品

の売り上げの増加を図り，企業イメージを向上させる

ことが主目的である。当該キャラクターを企業が利用

する際には，そのキャラクターに関する著作権は別の

企業や団体等に帰属したまま，商品化契約を結ぶケー

スが多い。

このような商品化契約においては，そのキャラク

ターの独占利用契約を締結することもあれば，非独占

契約として同じ範囲で複数企業に当該キャラクターが

使用されることもある。

一方，新規にイメージキャラクターを創作し企業が

製品や広告宣伝に用いることで当該キャラクターを将

来的に有名にしていこうとする場合，そのキャラク

ターは当該企業内で作成されることもあるが，一般公

募やアウトソーシングによる業務委託等より，デザイ

ナー等によって作成される場合が多いと考えられる。

無名に近いそのキャラクターの顧客誘引力は使用し

始める時点では高くないが，当該キャラクターを企業

が使用し続けることで，そのキャラクターの財産的価

値は次第に高まっていくものである。

このように無名のキャラクターを企業のイメージ

キャラクターとして使用する場合，そのキャラクター

と企業とは密接不可分な関係になるため，債権的な商

品化契約よりも，むしろ当該企業がそのキャラクター

に関して独占的な効力を持つために著作権譲渡契約を

結ぶ方が企業側のメリットが高いと言えるだろう。

当該企業がキャラクターを創作したデザイナー等と

適切な著作権譲渡契約を締結することにより，キャラ

クターを継続して使用することができることはもちろ

ん，仮に当該キャラクターのイラスト作成を他に依頼

するような場合においても問題が生じるのを避けられ

るし，キャラクターの財産的価値が高まるにつれて

キャラクタービジネスとしての展開も可能になり，企

業にとっては広告収入にも繋がるであろう。

尚，実務上では，すべての著作権を企業側に移転す

ると，キャラクタービジネスへ展開した場合，デザイ

ナーはキャラクターグッズの売り上げに応じた利益が

入らず，当然ながらデザイナーのモチベーションが下

がり，双方の協力関係が損なわれる原因にもなってい

るようである。デザイナーの立場からすると，著作権

を留保することは企業からの継続的なイラスト作成等

に関する受注が保証されるとともに，使用率に応じた

ロイヤリティーの発生によるメリットが生じるため，

著作権譲渡契約に難色を示す場合が多いのである。そ

のため企業のイメージキャラクターであっても，当該

キャラクターの著作権はデザイナー等に留保したま

ま，独占的商品化契約を結ぶか，あるいは著作権を共

有にする場合も多いようである。

以上のような事情から，著作権譲渡契約を締結する

場合，デザイナーと企業とが win-win の関係となる

よう，対価の面でデザイナー側に配慮した契約が重要

になるであろう。

本論文においては企業がイメージキャラクターのイ

ラスト製作をデザイナーに業務委託した場合における

著作権譲渡契約を提案するとともに，検討すべき要点

について論じるものである。

２．キャラクターの著作物性

マンガにおいて一定の名称，容貌，役割等の特徴を

有するものとして反復して描かれている登場人物のい

わゆるキャラクターは著作物にはあたらない，と判例

では判断されている（最判平成 9年 7 月 17 日民集 51

巻 6 号 2714 頁）。この判旨に沿って考えると，抽象的

なキャラクターそのものには著作権は発生しないた
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め，具現化されたものに関してのみ著作権譲渡契約の

対象物となり得ることになる。そこでキャラクターに

関する一切の著作権の譲渡を受ける際には，契約書に

おいて著作物を特定することが重要になるといえよ

う。その特定の際には，以下の 3つの扱いを考慮する

ことが必要ではなかろうか。

①既にイラスト等に描画され著作物として具現化され

ているもの（既に作成された著作物）

②今後イラスト等の著作物として作成されるもの（将

来創作される著作物）

③著作物として具現化できない抽象的なキャラクター

そのもの

①については，契約書に別紙として添付することに

より特定することができる。しかし，既に創作された

著作物がすべて別紙として添付されるとは限らない。

デザイナーが保持したまま企業に開示しなかった著作

物や，発注した企業の意図に沿わず，採用されなかっ

た著作物も少なからず生じると考えられる。このよう

な別紙に添付されていない著作物の著作権についても

譲渡されるためには，契約書においてその著作物の存

在を考慮した条項づくりをすることが必要になる。し

かし，これらの著作物までを含めるべきかについては

異論のあるところであろうと思う。つまり，企業側に

採用されなかったり開示されなかった著作物まで契約

対象に含めるのはいきすぎなのではないか，と考える

ためである。

しかしながら，デザイナー等にそのキャラクターに

関する著作権がいくらかでも留保することになれば，

そのキャラクターに関する著作権が実質，デザイナー

と企業側との共有になるため，利用に同意が必要にな

り（著作権法 65 条 2 項），譲渡に制限が生じるおそれ

がある（著作権法第 65 条第 1項）。したがって，すべ

ての著作権に関して譲渡を受けるように条項を定める

のは重要ではなかろうか。

②については，将来的に創作される著作物に関する

ものであるから，別紙等で特定することは不可能であ

る。そこで将来的に発生する著作権をどのように定義

するかが問題となる。

なお，上述した判例（最判平成 9 年 7 月 17 日民集

51 巻 6 号 2714 頁）において，「連載漫画においては，

後続の漫画は，先行する漫画と基本的な発想，設定の

ほか，主人公を始めとする主要な登場人物の容貌，性

格等の特徴を同じくし，これに新たな筋書を付すると

ともに，新たな登場人物を追加するなどして作成され

るのが通常であって，このような場合には，後続の漫

画は，先行する漫画を翻案したものということができ

るから，先行する漫画を原著作物とする二次的著作物

と解される。そして，二次的著作物の著作権は，二次

的著作物において新たに付与された創作的部分のみに

ついて生じ，原著作物と共通しその実質を同じくする

部分には生じない」，と判示されている。同様に考え

れば，将来的に創作される著作物は二次的著作物と考

えることもできる。

原著作物について著作権の譲渡を受けていれば，著

作権者には二次的著作物を創作する権利がある。その

ため，企業が原著作物の著作権譲渡を受けた後にデザ

イナーにより創作された著作物が二次的著作物の範疇

に入るものであれば，原著作物の著作権で保護するこ

ともできよう。ただし，二次的著作物のうち，新たな

創作にかかる部分については譲渡契約を結ぶ必要があ

るであろう。

また，将来的に創作される著作物を複製物ととらえ

ることもできるであろう。その場合，契約書において

将来的な著作物に関してまで譲渡契約を結ぶ必要があ

るかに関しては異論のあるところかもしれない。

③については，①と②で過去の著作物と将来的に創

作される著作物に関する著作権の帰属が決められてお

り，具現化されたキャラクターの著作権はすべて定義

済みであるから，残るのは「抽象的なキャラクターそ

のもの」つまり，キャラクターの性格等の人格的部分

や，キャラクターから生じる抽象的イメージといえる

かもしれない。

しかし，仮に当該キャラクターの人格的な部分を同

一にして表面的なものだけ異なるキャラクターを創作

したとしても，もはやそれは当該キャラクターと同一

とは言えないであろうし，当該キャラクターから生じ

る抽象的イメージから描いたキャラクターは，①の著

作物の複製といえるであろうから，③の部分に関して

は契約においての対象から外してもさほど大きな問題

にはならないのではないだろうか。

３．契約条項とその留意点

本論文においては企業が自社のイメージキャラク

ターの創作をデザイナーに業務委託した場合の著作権
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譲渡契約及び業務請負契約を想定している。キャラク

ターの創作を受けた後においても当該デザイナーに継

続的にイラスト等の作成を依頼することになるケース

が多いと考えられるため，著作権譲渡契約及び業務請

負契約のひな型として提案するものである。

なお，下記の契約書条文は一種の提案であるから，

この契約書を利用される際には各自の責任において精

査されたい。また，著作権以外の条項に関する解説に

関しては省略する。

（柱書）

（デザイナー） （以下「甲」という。）と

（企業） （以下「乙」という。）とは，

甲が創作し著作権を有する別紙キャラクターに関す

る著作物（以下「本著作物」という。）に関して，次

の通り契約を締結する。

重要度：★★★

解説：

別紙にはキャラクターのイラストを添付する。既に

作成された著作物すべてを添付することはそのキャラ

クターの本質的特徴を把握するのに有効に働くと思わ

れるため，なるべく多くのイラスト等を添付するのが

良いのではなかろうか。

また，添付されるキャラクターの図が，二次的著作

権物ではなく，原著作物であることも重要であろうと

思われるため，原著作物であることを保証する条項を

入れることも検討するべきであろう。

第 1条 （対象）

本契約書中の「本著作物」は，以下のものをいう。

（１）本契約締結日前に創作された別紙キャラク

ターに関する著作物（但し，別紙の著作物

のみならず，別紙キャラクターの本質的特

徴を直接感得できる著作物すべてを含むも

のとする。）

（２）キャラクターの表情，姿勢，服装及びその

色彩等を変更することにより本契約締結日

後に創作される別紙キャラクターの本質的

特徴を直接感得できる著作物

重要度：★★★

解説：

対象物を特定する条文である。対象物は上述したよ

うに既に創作された著作物と将来的な著作物であるか

ら，それらを明確に記載する必要があると思われる。

既に創作された著作物に関しては別紙で添付される

ことにより特定可能であるが，添付されなかった著作

物を含まないと解釈されることは避けたい。そこで，

条項中に「複製」の要件である「別紙キャラクターの

本質的特徴を直接感得できる著作物」と表現すること

により，別紙の著作物には限られず，将来的な著作物

を含むことを暗示できるのではなかろうか。

次に，著作権の譲渡に関する条項について述べる。

すべての著作権を譲渡する場合を案 1に，共有にする

場合を案 2に示す。

案 1

第 2条 （著作権の譲渡）

1 甲は乙に対し，本著作物に関する全ての著作権

（著作権法第 27 条，第 28 条に定める権利を含

む。）を譲渡する。

2 本契約締結日前に甲が創作した本著作物に関す

る全ての著作権（著作権法第 27 条，第 28 条に定

める権利を含む。）は，本契約締結日に乙に移転す

る。

本契約締結日後に甲が創作した本著作物に関す

る全ての著作権（著作権法第 27 条，第 28 条に定

める権利を含む。）は，当該著作物納入時に乙に移

転する。

重要度：★★★

解説：

1項は，すべての著作権を譲渡することを定める債

権契約であり，甲に著作権を譲渡する債務は発生する

が，著作権はこの条項では移転しない。対象となる著

作物は前条で特定した，既に創作された著作物と将来

的に創作される著作物を含む。

2項は著作権の移転の時期を定める条項である。既

に創作された著作物については契約締結時でよいが，

将来的に発生する著作権の移転時期については種々問

題のあるところであろう。

甲の元で著作権が発生しない限り，乙に著作権が移

転することはあり得ない。仮に甲が創作した時点で直

ちに乙へ移転することとすれば，乙に開示されない著
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作物の著作権の移転時期も特定されることになるが，

デザイナーのモチベーションが下がるとともに，譲渡

される著作物を乙が把握しにくいという問題もある。

また，対価の支払いを基準とすれば，対価の支払いが

ない場合の著作権の移転時期を明確にできない。

一方，納入時に移転することとすれば，乙に開示さ

れない著作物については著作権の移転はないが，乙の

発注意図に沿った著作物に関する著作権を権利取得で

きる点では分かりやすい。

尚，将来的な著作物に関しては原著作物の著作権で

守られる部分も相当あるであろうから，それほど神経

質になることもないかもしれない。

また，「著作物として具現化できない抽象的なキャ

ラクターそのもの」に関する権利についても移転を望

む場合は，別途条項を定めることが必要であろう。

案 2（共有にする場合）

第 2条 （著作権の譲渡）

1 甲は乙に対し，本著作物に関する全ての著作権

（著作権法第 27 条，第 28 条に定める権利を含

む。）の持分のうち○○％を譲渡する。

2 前項の著作権（著作権法第 27 条，第 28 条に定

める権利を含む。）は，本著作物の引渡しの完了を

もって甲から乙へ移転する。

重要度：★★★

解説：

著作権を甲と乙の共有とすることを規定した条文で

ある。著作権を共有にした場合，利用する際に他方の

同意を必要とするが（著作権法第 65 条第 2項），契約

書においても利用に関する合意事項を明記するのは有

効であると思われる。尚，本論文においては利用に関

する条項は盛り込んでいない。

著作権をデザイナーと企業の共有にする場合，キャ

ラクタービジネスに発展した際のロイヤリティーがデ

ザイナーにも入ることになるから，デザイナーは創作

意欲を失わず，双方が良好な関係を維持することがで

きるという利点がある。

第 3条 （禁止事項）

甲は本著作物のキャラクターと混同するキャラク

ターを創作し，その著作権を第三者に譲渡あるいは

利用を許諾してはならない。

重要度；★☆☆

解説：

イメージキャラクターであるから，企業とキャラク

ターとの結びつきが強い。したがって，例えばライバ

ル会社のイメージキャラクターとして混同するキャラ

クターを甲が新たに創作する問題を避けるために設け

た規定である。

しかし，デザイナーには作風があるため，同一のデ

ザイナーが作成するキャラクターは似てしまうことは

よくあるものである。したがってこの条項はデザイ

ナーには相当の制限となり得るため，この条項を盛り

込むか否かについては，慎重になる必要がある。

第 4条 （著作者人格権）

甲は，本著作物に関する著作者人格権を行使しな

いものとする。

重要度：★★★

解説：

本条は乙が自社内でイラスト等を作成し，もしくは

甲以外の会社にそのキャラクターに関するイラスト等

の作成を依頼する場合等に必要になる条文である。乙

が自己の業務に使用する上で適宜改変を加えたり，

キャラクターに特技や趣味といった人格的要素を加え

ていくことはよくあることであるため，これらの行為

に制限が加わらないよう，本条項を入れることは重要

である。

また，契約期間満了後等において，当該キャラク

ターのイラスト作成を甲以外に依頼する場合があるの

であれば，本条項を入れる必要があるのではなかろう

か。

第 5条 （納入）

1 甲が本契約締結日後に創作した本著作物につい

て，甲は乙に対し速やかに以下の形式により納入

する。

2 乙は，前項の納入を受けた後速やかに納入物を

検査し，納入物に瑕疵がある場合や，乙の企画意

図に合致しない場合は，その旨甲に通知し，当該

通知を受けた甲は，速やかに乙の指示に従った対
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応をする。

3 ≪Ａ案≫

乙に納入された本著作物の収納媒体の所有権

は，納入時に乙に移転するものとする。

≪Ｂ案≫

乙は，納入物を，利用が終わり次第速やかに甲

に返却する。

重要度：★☆☆

解説：

本条項は納入方法について規定するものであり，こ

れは契約締結者に応じてＡ案，Ｂ案等に変更されるべ

きであろう。

第 6条 （保証）

甲は，乙に対し，本著作物が第三者の著作権，著

作者人格権，意匠権，商標権，その他第三者の権利

を侵害しないものであることを保証する。

重要度：★☆☆

当該キャラクターを創作する甲の方が乙よりも第三

者の著作権等の権利を侵害するか否かを知り得る立場

にあると考えられる。そのため，甲がその責任を負う

こととするための条文である。ただし，甲も侵害を知

り得ない場合もあるであろうし，乙もその責任を負う

べき場合も考えられるから，状況に応じて責任の所在

を明確にすることができよう。

第 7条 （対価）

≪Ａ案≫金額固定型

乙は，甲に対し，イラスト作成業務及び本著作

物の著作権譲渡の対価，その他本契約に基づく一

切の対価として，金 円（消費税別）

を，平成 年 月 日までに支払う。

但し，本契約締結後に創作された本著作物に関

し，乙は甲に対し，1 イラストあたり金

円を支払う。ただし，乙の企画意図に合致

しない本著作物に対しては支払いを要しない。

≪Ｂ案≫使用料型

本著作物のイラスト作成業務及び本著作物の著

作権譲渡の対価，その他本契約に基づく一切の対

価及び支払い方法は以下の通りとする。

（１）本著作物に関する対価は乙が販売した本著作

物を使用した商品の上代価格の ％（消費税

別）とする。

（２）乙は甲に対して毎月末日に本著作物を使用し

た商品の販売量を報告し，翌月末日までに現金に

て甲の銀行口座に振り込み支払う。その際の振り

込み手数料は乙の負担とする。

（３）第 1項の使用料は，経済情勢の変動及び諸物

価の高騰・下落等の諸事情を勘案し，本契約締結

日以後 1年毎に甲乙協議の上，改定することがで

きるものとする。

（４）使用料の振込先は，下記の通りとする。

振込先

銀行名

支店名

重要度：★★★

解説：

通常，著作物の全部を譲渡する場合はＡ案が多い。

しかし，著作物の共有持分を譲渡する場合はＢ案も考

えられる。乙が甲の共有持分を利用するときは，甲の

同意を得ることが必要であり（著作権法 65 条 2 項），

許諾料のようなものとして，乙が甲に対して使用料を

支払うことがあるものと思われる。

第 8条 （第三者による侵害）

甲は，第三者が本著作権を侵害し，又は侵害しよ

うとしていることを知ったときは，遅滞なく乙に通

知し，乙と協力してその排除に当たらなければなら

ない。

重要度：★☆☆

第 9条 （登録）

（１）乙が著作権法 77 条の著作権登録を行う時は，

乙の負担にて行うものとし，甲は協力する。（２）

乙は，本著作物に関し，商標登録又は意匠登録を

必要とするときは，乙が出願人となって費用を負

担し登録手続きを行う。

重要度：★★★

解説：

著作権の移転は登録しなければ第三者に対抗できな
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いところ（著作権法 77 条 1 項），譲受人の乙が，甲に

対し当然に登録請求権を有するかどうかが問題とな

る。この点に触れた文献はほとんどなく，辛うじて秋

吉稔弘ほか著「著作権関係事件の研究」（判例時報社）

418 頁に「登録しなければ第三者に対抗できないため，

譲受人は譲渡人に対し登録請求権を有する」との趣旨

の記述がある。しかし，不動産の賃借権を設定した場

合も，賃借人は登記すれば第三者に対抗できるが（民

法 605 条），判例（大判大正 10 年 7 月 11 日民録 27 −

1378）によれば，賃借人は賃貸人に対する登記請求権

を持つものではないので，上記記述は説得力に欠ける

ものである。

したがって，著作権の移転登録について甲の協力を

確保し，乙の権利を保護するためには，本条項を入れ

る必要がある。

第 10 条 （製造物責任）

本著作物を用いて乙が製造販売した商品が第三者

の知的財産権を侵害し，商品の流通の手段，方法，

経路の混乱により紛争を生じ，第三者に損害を与え

た時は乙の責任において解決する。ただし，本著作

物に起因するものであるときは，甲の責任により解

決する。

重要度：★☆☆

第 11 条 （紛争の処理）

本契約に基づいて乙が製造販売した商品が欠損に

より第三者に損害を与えたときは乙の責任により解

決する。ただし，本著作物に起因するものであると

きは，甲の責任により解決する。

重要度：★☆☆

第 12 条 （契約解除）

甲又は乙は，相手方に次の事由の一つが発生した

場合には，なんらの通知催告をなくして直ちに本契

約を解除することができる。

（１）本契約条項の義務を怠り，警告を受けた後も

当該警告に応じなかった場合。

（２）財産状態が悪化し，またはその信用状態に著

しい変化が生じたとき

（３）差押え，仮差押えまたは競売の申立てがあっ

たとき

（４）解散を決議し，または解散したとき

（５）破産手続開始，民事再生手続開始または会社

更生手続開始の申立てがあったとき

（６）清算に入ったとき

（７）租税滞納処分を受けたとき

（８）手形または小切手が不渡りとなったとき

（９）法令に違反し，または公序良俗に反する行為

を行ったとき

重要度：★☆☆

第 13 条 （秘密保持）

甲及び乙は，本契約の存在及び内容並びに本契約

に基づき知り得た相手方の情報について，正当な理

由なく，第三者に開示し又は漏洩してはならない。

重要度：★☆☆

第 14 条 （期間）

本契約の有効期間は，この契約締結の日から 1年

間とする。但し，期間満了日の 3カ月以前に，甲又

は乙が文書で相手方に更新をしない旨の意思表示を

しない場合，本契約書の期間は 1年延長される。以

後の延長も同様とする。

重要度：★☆☆

第 15 条 （合意管轄）

甲及び乙は，本契約から生ずる権利義務に関する

訴訟については●●地方裁判所を専属的合意管轄裁

判所とする。

重要度：★☆☆

第 16 条 （本契約の変更）

本契約は，両当事者の合意により，両当事者の代

表者または正当に本人から権限を与えられた代理人

の署名（または記名押印）のある，合意の日付およ

び合意が発効する日付を明確に表示した書面によっ

てのみ，変更することができるものとする。

重要度：★☆☆
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第 17 条 （協議）

この契約に定めのない事項及び疑義のある事項に

ついては甲乙相互協力の精神を持って協議の上決定

する。

重要度：★☆☆
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